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（
平
成
三
〇
年
一
月
〜
一
二
月
）

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集
会
議
・
専
門
部
会
　
報
告

Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

平
成
二
九
年
度 

第
二
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
日
時
　
平
成
三
〇
年
三
月
二
八
日
（
水
）  

午
後
二
時
開
会

　
場
所
　
熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
　
会
議
室
三
〇
三

【
概
要
】

○
　
議
　
事

（
報
告
事
項
）

　
①
平
成
二
九
年
度 

第
一
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
つ
い
て

・
前
回
の
当
委
員
会
の
会
議（
以
下
、
本
項
に
お
い
て「
前
回
の

会
議
」
と
い
う
。）
の
概
要
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告

を
行
っ
た
。

　
②
本
年
度
に
お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
活
動
に
つ
い
て

・
本
年
度（
平
成
二
九
年
度
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）、

前
回
の
会
議
以
後
に
お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
活
動
に

つ
い
て
、
部
会
長
が
当
委
員
会
の
委
員
で
、
か
つ
、
今
回

の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
部
会（
考
古
、
近
世
）
に
つ
い
て

は
当
該
部
会
長
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
部
会（
古
代
、
中
世
、

近
代
、
現
代
、
仏
像
・
仏
画
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

　
③
本
年
度
に
お
け
る
寄
贈
・
寄
託
資
料
に
つ
い
て

・
本
年
度
、
当
市
史
編
さ
ん
室
に
お
い
て
寄
贈
又
は
寄
託
を

受
け
た
資
料（
新
堀
新
田 

安
藤
修
平
氏
収
集
文
書
、
川
崎
市 

北
光
夫
氏
収
集
文
書
及
び
東
京
都
台
東
区 

熊
谷
寿
郎
・
熊
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員
で
あ
る
栗
岡
眞
理
子
委
員
か
ら
、
改
め
て
改
定
の
必
要

性
等
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
事
務
局
か
ら
答
申

案
を
提
示
し
、
こ
れ
を
基
に
協
議
が
行
わ
れ
た
。

・
協
議
の
結
果
、
答
申
案
の
一
部
を
修
正
し
た
上
で
、
諮
問
の

と
お
り「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
を
改
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
適
当
と
認
め
る
旨
の
答
申
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

（
文
責
　
大
野
　
幸
人
）

Ⅱ
　
熊
谷
市
史
編
集
会
議
報
告

　
日
時
　
平
成
三
〇
年
八
月
二
〇
日（
月
）
午
後
二
時
開
会

　
場
所
　
市
立
熊
谷
図
書
館
　
第
二
講
座
室

【
概
要
】

１　

経
過
報
告

・
平
成
二
九
年
度 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

・
平
成
二
九
年
度 

熊
谷
市
史
編
集
会
議

・
人
権
問
題
担
当
編
集
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

谷
明
子
家
文
書
）に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。

　
④
本
年
度
に
お
け
る
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て

・
本
年
度
、
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
た
古
文
書
調
査
、
新
聞

記
事
調
査
、
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
、
市
政
宅
配
講

座
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ

た
。

　
⑤
『
熊
谷
市
史 
通
史
編
上
巻
』
及
び『
熊
谷
市
史
研
究 

第

　
　
一
〇
号
』の
刊
行
に
つ
い
て

・「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
に
基
づ
き
本
年
度
に
刊
行
を
行
う

『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
』
及
び『
熊
谷
市
史
研
究 

第
一
〇

号
』
の
概
要（
装
丁
等
）
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

報
告
を
行
っ
た
。

（
協
議
事
項
）

　
①
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
（
答
申
）

・
当
委
員
会
に
対
す
る
諮
問
案
件
と
し
て
、
前
回
の
会
議
に
お

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
、
次
回（
今
回
）
の
会
議
に

お
い
て
答
申
を
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た「
熊
谷
市
史

編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定（
調
査
報
告
書『
中
世
の
石
造
物
』
に

係
る
年
次
計
画
の
変
更
）
に
つ
い
て
、
当
該
改
定
に
関
係
す

る
中
世
専
門
部
会
中
の
中
世
石
造
物
調
査
班
の
専
門
調
査
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２　

各
専
門
部
会
活
動
報
告

・
考
古
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
、
仏
像
・
仏
画

専
門
部
会
及
び
学
校
資
料
調
査
に
つ
い
て
、
編
集
委
員
及

び
事
務
局
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。

３　

事
務
局
活
動
報
告
に
つ
い
て

・
古
文
書
調
査
、
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
、
新
聞
記
事
調
査
、「
歴

史
公
文
書
」
の
整
理
・
保
存
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
を

行
っ
た
。

４　

平
成
二
九
年
度
の
熊
谷
市
史
編
さ
ん
刊
行
物
に
つ
い
て

・『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
及
び『
熊

谷
市
史
研
究 

第
一
〇
号
』
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
を

行
っ
た
。

５　

広
報
・
普
及
に
つ
い
て

・
講
座
及
び
講
演
や
刊
行
物
の
促
進
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
を
行
っ
た
。

６　

平
成
三
〇
年
度
以
降
に
刊
行
さ
れ
る
本
の
編
集
に
つ
い
て

・
平
成
三
〇
年
度
刊
行
予
定
の『
熊
谷
市
史 

資
料
編
８ 

近
代
・

現
代
３（
妻
沼
地
域
）』
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
概
要
を
説

明
し
た
あ
と
、
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
高
橋
信
之
委
員

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
各
委
員

か
ら
意
見
が
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

・
平
成
三
〇
年
度
刊
行
予
定
の『
熊
谷
市
史
料
集
５ 

吉
田
市
右

衛
門
家
文
書
２「
諸
事
纂
要
」（
仮
）』
に
つ
い
て
、
事
務
局
が

概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、
北
村
委
員
か
ら
補
足
の
説
明
が

あ
っ
た
。

・
平
成
三
一
年
度
刊
行
予
定
の『
熊
谷
市
史
報
告
書 

仏
像
・
仏

画
１（
北
部
地
域
）（
仮
）』
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
概
要
を

説
明
し
た
あ
と
、
林
委
員
か
ら
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
補

足
説
明
が
あ
っ
た
。

【
意
見
等
】

・
報
告
書
で「
直
実
・
実
盛
伝
説
」
を
刊
行
予
定
で
あ
る
。
後
の

時
代
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
近
世
専
門
部
会
等
で
、

関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
情
報
提

供
の
依
頼
要
望
が
あ
っ
た
。

（
文
責
　
蛭
間
　
健
悟
）
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Ⅲ
　
専
門
部
会
活
動
報
告

一
　
考
古
専
門
部
会

考
古
専
門
部
会
長
　
柿
沼
幹
夫

１　

通
史
編
上
巻
の
刊
行

　
平
成
三
〇
年
三
月
、『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
　
原
始
・
古
代
・

中
世
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
考
古
部
会
は
、
全
十
章
か
ら
な
る
本
文
七
〇
四
頁
の
う
ち
、
第

一
章
か
ら
第
三
章
一
五
二
頁
を
担
当
し
た
。
平
成
二
七
年
三
月

に
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
１
　
考
古
』を
刊
行
し
て
以
後
の
三
年
間
、

執
筆
・
編
集
・
校
正
を
行
い
、
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
執
筆
者
の
各
委
員
、
図
版
原
板
所
蔵
者
等
関
係
各
位

の
御
尽
力
、
御
協
力
に
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

２　

平
成
二
九
年
度
第
二
回
編
さ
ん
委
員
会
へ
の
出
席

　
平
成
三
〇
年
三
月
二
八
日（
水
）
熊
谷
市
役
所 

会
議
室
三
〇
三

　
　
部
会
長
の
柿
沼
が
編
さ
ん
委
員
と
し
て
出
席
し
、
考
古
部
会

の
活
動
報
告
、
通
史
編
上
梓
の
お
礼
を
述
べ
た
。

３　

考
古
専
門
部
会
の
開
催

　
平
成
三
〇
年
六
月
二
日（
土
）
市
立
熊
谷
図
書
館 

第
二
講
座
室

　
　
通
史
編
刊
行
に
伴
う
次
の
諸
対
応
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
。

　
　
・
正
誤
表
の
作
成

　
　
・
抜
刷
の
希
望

　
　
・
執
筆
者
へ
の
贈
呈
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
・
刊
行
記
念
講
演
会（
一
一
月
三
日
開
催
）の
演
者
人
選

４　

編
集
会
議
へ
の
出
席

　
平
成
三
〇
年
八
月
二
〇
日（
月
）
市
立
図
書
館 

第
二
講
座
室

　
部
会
長
が
出
席
し
、
考
古
部
会
の
活
動
状
況
報
告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
通
史
編
編
集
の
途
次
、
図
版
原
板
の
計
画
的
な
収
集
が
必

要
な
こ
と
な
ど
の
反
省
点
を
述
べ
、
事
務
局
の
尽
力
が
あ
っ
た
こ

と
に
謝
意
を
表
し
た
。

５　

普
及
活
動

①
熊
谷
図
書
館
郷
土
史
講
座
で
の
講
演

　
平
成
三
〇
年
五
月
二
二
日
（
火
）
熊
谷
図
書
館
第
一
講
座
室

　
平
成
三
〇
年
度
郷
土
史
講
座
は
、
刊
行
間
も
な
い『
熊
谷
市
史

通
史
編
上
巻
』を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
六
回
に
分
け
て
行
う
も
の
で
、
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そ
の
第
一
回
を
部
会
長
が
担
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、「
熊
谷
の
考
古

世
界—

妻
沼
低
地
に
お
け
る
水
田
稲
作
の
開
始—

」。

②『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
刊
行
記

念
会
　

　
　
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
日
（
土
・
祝
）

市
立
熊
谷
図
書
館
第
一
講
座
室
　

　
四
名
の
演
者
の
う
ち
、
次
の
二
名
の
執
筆
者
が
特
論
し
、
エ
ッ

セ
ン
ス
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
細
田
　
勝
「
縄
文
的
く
ら
し
を
探
る
」

　
関
　
義
則
「
熊
谷
の
終
末
期
古
墳
の
諸
相
」

二
　
古
代
専
門
部
会

古
代
専
門
部
会
長
　
宮
瀧
　
交
二

１　

通
史
編
の
執
筆
・
編
集

　
平
成
三
〇
年
三
月
に
刊
行
し
た『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻 

原

始
・
古
代
・
中
世
』に
か
か
る
執
筆
、
校
正
等
を
行
っ
た
。
な
お
、

当
専
門
部
会
は
次
の
章
、
節
、
項
を
担
当
し
た
。

　
第
三
章
　
ヤ
マ
ト
政
権
の
誕
生
と
武
蔵

第
三
節
第
四
項
の
一
部
、
第
五
項
、
第
一
〇
項

　
第
四
章
　
律
令
国
家
の
成
立
と
変
容

　
第
五
章
　
北
武
蔵
地
域
の
古
代
社
会

　
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
、
執
筆
を
終
了
さ
せ
、
複
数
回
の
校
正

を
行
っ
た
。
全
体
に
か
か
る
校
正
作
業
は
亀
谷
弘
明
専
門
調
査
員

が
、
最
終
調
整
は
部
会
長
が
行
っ
た
。

　
当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
〇
年
に
発
足
し
、
平
成
二
五
年
に
は

『
熊
谷
市
史 

資
料
編
二 

古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
た
。
資
料
編
刊

行
後
は
、『
通
史
編
上
巻
』の
編
集
に
あ
た
り
、
一
〇
年
目
に
し
て

よ
う
や
く
担
当
の
全
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間

に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
各
関
係
機
関
や
関
係
者
そ
し
て
事
務
局
の

方
々
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

２　

普
及
活
動

①
熊
谷
図
書
館
郷
土
史
講
座
で
の
講
演

（
平
成
三
〇
年
五
月
二
九
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
完
成
し
た
ば
か
り
の『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
』
を
テ
キ
ス
ト

に「
郷
土
史
講
座
　
や
さ
し
い
熊
谷
の
歴
史—

古
代
か
ら
中
世

へ—

」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
専
門
部
会
か
ら
は
、
部
会
長
が
「
○
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○
に
注
目
し
て
読
む『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻 

原
始
・
古
代
・

中
世
』—

「
川
」と
と
も
に
暮
ら
し
た
先
人
た
ち—

」と
題
し
た
講
演

を
行
っ
た
。

②
『
熊
谷
市
史 
通
史
編
上
巻
』
刊
行
記
念
講
演
会

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　『
通
史
編
上
巻
』
の
刊
行
を
記
念
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
専
門
部
会
か
ら
は
、
部
会
長
が「
古
代
熊
谷
の
人
び
と
」の
演
題

で
講
演
を
行
っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
98
頁
参
照
）。

三
　
中
世
専
門
部
会

中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修
　

１　

通
史
編
の
執
筆
・
編
集

　
平
成
三
〇
年
三
月
刊
行
の『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻 

原
始
・

古
代
・
中
世
』に
お
け
る
、
校
正
作
業
を
中
心
に
行
っ
た
。
な
お
、

当
専
門
部
会
は
、
以
下
の
第
六
章
か
ら
第
一
〇
章（
二
三
三
〜

七
〇
一
頁
）を
担
当
し
た
。

　
第
六
章
　
武
士
団
の
成
長
と
治
承
・
寿
永
の
内
乱

　
第
七
章
　
鎌
倉
幕
府
の
政
治
と
執
権
政
治
の
確
立

　
第
八
章
　
鎌
倉
府
体
制
と
武
蔵
武
士

　
第
九
章
　
享
徳
の
乱
と
北
武
蔵
の
戦
国
時
代

　
第
一
〇
章
　
中
世
の
生
活
と
文
化

　
執
筆
者
は
、
編
集
委
員
の
ほ
か
、
特
定
の
分
野
の
執
筆
を
担
当

し
た
特
別
執
筆
者
等
を
含
め
一
六
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
最
終
確

認
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
に
茨
城
大
学
に
お
い
て
部
会
長
と
事
務

局
と
で
行
っ
た
。

　
当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
〇
年
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二
四
年
度

に
は『
熊
谷
市
史 

資
料
編
二 

古
代
・
中
世
』
を
刊
行
、
そ
し
て
平

成
二
九
年
度
に『
通
史
編
上
巻
』の
刊
行
と
な
っ
た
。
こ
の
一
〇
年

間
に
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　『
通
史
編
上
巻
』の
刊
行
を
も
っ
て
、
一
段
落
は
つ
い
た
が
、
平

成
三
二
年
度
に
は
、
中
世
石
造
物
班
が
担
当
す
る『
報
告
書
　
中

世
石
造
物
』が
刊
行
す
る
予
定
で
、
現
在
編
集
中
で
あ
る
。
ま
た
、

熊
谷
直
実
や
斎
藤
実
盛
の
そ
の
後
の
伝
承
等
を
取
り
上
げ
る『
報

告
書  

直
実
・
実
盛
伝
説
』
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
体
制

を
作
り
、
編
集
に
と
り
か
か
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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２　

普
及
活
動

①
熊
谷
図
書
館
郷
土
史
講
座
で
の
講
演

（
平
成
三
〇
年
六
月
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
熊
谷
図
書
館
に
て
、『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
』
を
テ
キ
ス
ト

に「
郷
土
史
講
座
　
や
さ
し
い
熊
谷
の
歴
史—

古
代
か
ら
中
世

へ—

」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
専
門
部
会
か
ら
は
、
以
下
の
四
名
が

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

・
六
月
八
日
　
鎌
倉
　
佐
保

　「
平
安
時
代
後
〜
末
期
の
熊
谷

　
　
　—

兵
の
時
代
か
ら「
武
者
の
世
」へ—

」

・
六
月
一
二
日
　
伊
藤
　
瑠
美

　「
鎌
倉
時
代
の
熊
谷
武
士—

玉
井
氏
・
熊
谷
氏
を
中
心
に—

」

・
六
月
二
二
日
　
田
中
　
大
喜

　「
南
北
朝
〜
室
町
時
代
の
熊
谷
武
士
」

・
六
月
二
八
日
　
簗
瀬
　
大
輔

　「
越
相
同
盟
と
熊
谷
地
域
の
か
か
わ
り

　
　
　—

北
条
三
郎
は
ど
こ
を
通
っ
た
の
か—

」

②
『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
』
刊
行
記
念
講
演
会

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　『
通
史
編
上
巻
』
の
刊
行
を
記
念
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
専
門
部
会
か
ら
は
、
部
会
長
が「
熊
谷
直
実—

伝
説
の
は
じ
ま

り—

」の
演
題
で
講
演
を
行
っ
た（
詳
細
に
つ
い
て
は
98
頁
参
照
）。

３　

中
世
石
造
物
調
査

①
平
成
三
〇
年
度
第
一
回
　
中
世
石
造
物
担
当
者
会
議

（
平
成
三
〇
年
七
月
一
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
第
二
講
座
室
）

　
事
務
局
が
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
報

告
書
の
目
次
、
体
裁
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
集
成
表
に
つ
い

て
は
、
細
部
ま
で
検
討
が
な
さ
れ
、
表
記
の
新
た
な
ル
ー
ル
が
設

定
さ
れ
た
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が
必
要
な
箇
所
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
編
集
委
員
に
よ
る
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。

②
平
成
三
〇
年
度
第
二
回
　
中
世
石
造
物
担
当
者
会
議

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
四
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
第
二
講
座
室
）

　
事
務
局
よ
り
、
報
告
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
刊
行
が

迫
っ
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
、
審
議
に
入
っ
た
。
目
次
・
担
当
者
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に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、
江
南
地
域
の
板
碑
に
つ
い
て
も
必
要

な
も
の
は
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
諸
岡

委
員
の
拓
本
と
の
突
合
作
業
か
ら
の
課
題
点
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ

に
基
づ
き
様
式
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
写
真
等
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
行
っ
た
。

四
　
近
世
専
門
部
会

近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

　
近
世
専
門
部
会
で
は
、
平
成
三
〇
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、
平

成
二
九
年
度
の
第
三
回
部
会
、
平
成
三
〇
年
度
の
第
一
回
・
第
二

回
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
平
成
三
〇
年
度
は
あ
と
一
回
の

部
会
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
部
会
の
前
に
は
、
資
料
編
三

巻
の
巻
担
当
者
に
よ
る
打
合
せ
を
行
っ
た
。
以
下
、
部
会
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

平
成
二
九
年
度 

第
三
回
部
会（
平
成
三
〇
年
三
月
二
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
調
査
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
前
回
の
会

議
以
後
に
調
査
を
終
了
し
た
文
書
群
は
な
い
が
、
進
捗
状
況
の
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
古
文
書
等
が

数
点
あ
り
、
一
部
購
入
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
資
料
編（
三
冊
）の
う
ち
、
は
じ
め
に
刊
行
予
定
の
妻
沼
地
域
編

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
巻
担
当
の
細
野
委
員
か
ら
章
立
て

案
と
と
も
に
、
上
江
袋
村
の
掲
載
候
補
文
書
に
つ
い
て
具
体
的
な

報
告
が
あ
っ
た
。
松
本
委
員
か
ら
は
人
権
関
係
の
史
料
を
ど
う
組

み
込
ん
で
い
く
か
、
斉
藤
委
員
か
ら
は
江
戸
と
の
関
係
を
利
根
川

と
河
川
流
通
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
て
い
く
こ
と
な
ど
の
議
論

が
あ
っ
た
。

・
刊
行
に
向
け
て
の
計
画

　
熊
谷
在
方
の
巻
担
当
者
を
藤
井
委
員
に
お
願
い
す
る
案
が
出

て
、
了
承
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
、
大
阪
へ
転
職
さ
れ
た
高
橋
委
員

（
専
門
調
査
員
）
か
ら
委
員
を
辞
任
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

代
わ
り
に
特
別
調
査
員
の
藤
井
委
員
を
専
門
調
査
員
に
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

・
調
査
の
報
告
・
計
画
に
つ
い
て

　
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
掛
川
家
文
書（
永
井
太
田
）の

調
査
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
本
委
員
か
ら
埼
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前
回
の
部
会
に
引
き
続
き
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る

掛
川
家
文
書
の
調
査
に
つ
い
て
近
世
文
書
分
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
古
文
書
調
査
と
し
て
、
行
田
市
郷

土
博
物
館
の
調
査
や
遠
隔
地
の
調
査
が
提
案
さ
れ
た
。

平
成
三
〇
年
度 

第
二
回
部
会
会
議（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇

日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
調
査
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
前
回
の
会

議
以
後
に
一
件
の
文
書
群
を
受
け
入
れ
た
が
、
調
査
を
終
了
し
た

文
書
群
は
な
く
、
引
き
続
き
妻
沼
地
域
を
優
先
し
て
調
査
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
細
野
委
員（
妻
沼
地
域
編
担
当
）か
ら
ほ
ぼ
最
終
的
な
章

立
て
案
、
章
ご
と
の
担
当
分
担
案
、
掲
載
資
料
候
補
リ
ス
ト
、
今

後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
掲
載
史
料
の
分
量

（
点
数
・
頁
数
）な
ど
を
確
認
し
、
人
権
問
題
の
組
み
込
み
方
な
ど

を
検
討
し
た
。
口
絵
や
付
録
な
ど
の
検
討
も
課
題
と
さ
れ
た
。
ま

た
、石
山
委
員（
熊
谷
宿
担
当
）か
ら
も
章
立
て
案
が
再
提
示
さ
れ
、

特
に
伝
馬
・
助
郷
と
宿
の
訪
問
者
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

玉
県
立
文
書
館
保
管
文
書
の
う
ち
指
定
文
書
の
閲
覧
に
つ
い
て
の

確
認
が
あ
っ
た
。

平
成
三
〇
年
度 
第
一
回
部
会（
平
成
三
〇
年
六
月
六
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
調
査
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
前
回
の
会
議

以
後
に
調
査
を
終
了
し
た
文
書
群
は
な
い
が
、
妻
沼
地
域
を
優
先

し
て
調
査
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
資
料
編
三
冊
の
各
巻
担
当
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
細

野
委
員
（
妻
沼
地
域
編
担
当
）
か
ら
修
正
し
た
章
立
て
案
と
と
も

に
、
間
々
田
村
の
掲
載
候
補
文
書
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
さ

ら
に
妻
沼
地
域
に
お
け
る
領
主
支
配
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
備
前
堀
用
水
の
史
料
や
領
主
支
配
の
示
し
方
な
ど
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
石
山
委
員（
熊
谷
宿
担
当
）か
ら
も
章

立
て
案
の
報
告
が
あ
っ
た
。
史
料
に
も
と
づ
い
て
宿
独
自
の
テ
ー

マ
立
て
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。
藤
井
委
員（
熊
谷
在
方
担
当
）

か
ら
も
章
立
て
案
の
報
告
が
あ
っ
た
。
熊
谷
宿
と
の
史
料
の
棲
み

分
け
に
つ
い
て
問
題
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

・
調
査
の
報
告
・
計
画
に
つ
い
て
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さ
ら
に
、
岩
瀬
文
庫（
愛
知
県
西
尾
市
）で
旅
日
記
な
ど
の
熊
谷
宿

関
係
の
古
文
書
調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
藤

井
委
員
（
熊
谷
在
方
担
当
）
か
ら
も
章
立
て
案
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
〇
月
に
市
史
編
さ
ん
室
で
調
査
を
行
い
、
古
文
書
な
ど
の
史
料

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
精
査
し
な
が
ら
章
立
て
案
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

・
刊
行
に
向
け
て
の
計
画

　
編
さ
ん
室
か
ら
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
が
あ
り
、
史
料
の

筆
耕
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

・
調
査
の
報
告
・
計
画

　
行
田
市
郷
土
博
物
館
の
企
画
展「
鷹
狩
と
忍
城
」に
出
品
さ
れ
て

い
た
文
書
に
つ
い
て
確
認
が
あ
り
、
編
さ
ん
室
で
調
査
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

五
　
近
代
専
門
部
会

近
代
専
門
部
会
長
　
村
田
　
安
穗

１　

平
成
三
〇
年
度
第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
三
〇
年
五
月
一
三
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
今
年
度
末
の「
熊
谷
市
史 

資
料
編
８
」
の
刊
行
に
向
け
、
各
委

員
が
作
業
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
中
で
資
料
の
移

動
や
節
・
項
の
再
構
成
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
後
、
刊
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
了
承
し
、
次
回
会
議
ま
で
の
予
定
を
確
認

し
て
終
了
し
た
。

２　

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
三
〇
年
八
月
二
六
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
事
務
局
か
ら
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
の
提
案
が
あ
り
、
了

承
し
た
。
そ
の
後
、
各
章
節
の
変
更
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

凡
例
を
検
討
し
た
。
な
お
、
社
会
分
野
に
つ
い
て
は
、
諸
事
情
に

よ
り
、
各
章
ご
と
に
委
員
及
び
事
務
局
と
で
分
担
す
る
か
た
ち
に

変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
、
執
筆
を
終
え
た
節
も
し
く
は

項
か
ら
順
次
入
稿
し
、校
正
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

刊
行
ま
で
は
会
議
を
開
催
せ
ず
、
各
委
員
と
事
務
局
と
で
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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年
度
末
の
刊
行
ま
で
会
議
は
開
催
せ
ず
、
各
委
員
が
事
務
局
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

　
仏
像
調
査
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一

１　

仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　
平
成
二
四
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
平
成
三
〇
年
は
七
年
目
と

な
る
。
本
年
は
、
市
内
中
部
域
を
中
心
と
し
た
地
域
の
調
査
を

行
っ
た
。
ま
た
、
第
一
冊
目
の
報
告
書
の
刊
行
が
近
づ
い
て
き
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
と
な
る
北
部
地
域
に
お
い
て
、
調
査
が
未

実
施
で
あ
っ
た
寺
院
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
月

一
回
の
調
査
と
は
別
に
、
一
〇
月
、
一
一
月
に
は
、
北
部
地
域
の

神
社
や
集
会
所
等
の
寺
院
以
外
に
あ
る
仏
像
等
の
調
査
も
行
っ
て

い
る
。

　
調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し

た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で
三
〇
〇
点
弱
の

仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
七
年
間

の
累
計
で
は
、
二
〇
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
調
査
前
の
各
寺
院
と
の
交
渉
は
坂
東
隆
秀
特
別
調
査
員
、

六
　
現
代
専
門
部
会現

代
専
門
部
会
長
代
理
　
高
橋
　
信
之

１　

平
成
二
九
年
度
第
六
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
三
〇
年
二
月
二
八
日
　
妻
沼
中
央
公
民
館
）

　
各
委
員
が
「
熊
谷
市
史 

資
料
編
８
」
の
資
料
選
定
及
び
解
説

執
筆
作
業
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
後
、
頁
数
の
割
振
り

や
目
次
の
確
認
を
行
っ
た
。

２　

平
成
三
〇
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
　
妻
沼
中
央
公
民
館
）

　
各
委
員
が
頁
数
の
削
減
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、そ
の
後
、

解
説
の
体
裁
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
人
権
分
野
の
資
料
の

選
び
方
及
び
考
え
方
に
つ
い
て
、
部
会
内
で
共
通
認
識
を
持
っ
て

進
め
ら
れ
る
よ
う
協
議
を
行
っ
た
。

３　

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
三
〇
年
六
月
一
三
日
　
妻
沼
展
示
館
）

　
各
委
員
が
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
資

料
の
削
減
や
、
目
次
の
変
更
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
今
後
は
、
今
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調
査
後
の
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
の
整
理
は
西
口
由
子
専
門
調
査
員

が
行
っ
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
協
力
員
と
し
て
、
建
部
好
江
、
大
城
杏
奈
、
西

野
航
、
三
橋
由
吾
、花
澤
明
優
美
、前
田
伽
南
の
各
氏
を
委
嘱
し
た
。

　
平
成
三
〇
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
原
島
養
平
寺
（
二
回
目
）（
二
月
一
六
日
）

２
　
代
東
善
寺
（
二
回
目
）（
二
月
一
九
日
）

３
　
末
広
円
光
寺
（
四
月
一
七
日
）

４
　
箱
田
蓮
昭
寺
（
四
月
一
七
日
）

５
　
星
川
圓
照
寺
（
五
月
二
五
日
）

６
　
中
奈
良
國
性
寺
（
観
音
堂
）（
五
月
二
五
日
）

７
　
妻
沼
聖
天
山
本
殿
（
歓
喜
院
聖
天
堂
）（
六
月
二
五
日
）

８
　
妻
沼
聖
天
山
平
和
の
塔
（
六
月
二
五
日
）

９
　
妻
沼
聖
天
山
祈
祷
所
（
六
月
二
五
日
）

10
　
上
中
条
閻
魔
堂
（
七
月
一
〇
日
）

11
　
妻
沼
聖
天
山
大
師
堂
（
七
月
一
〇
日
）

12
　
妻
沼
台
摩
多
利
天
（
七
月
一
〇
日
）

13
　
太
井
福
聚
院
（
九
月
一
二
日
）

14
　
平
戸
超
願
寺
（
九
月
一
二
日
）

15
　
肥
塚
成
就
院
（
一
回
目
）（
一
〇
月
一
〇
日
）

16
　
妻
沼
一
本
木
集
会
所
（
一
〇
月
一
〇
日
）

17
　
八
ツ
口
光
明
院
（
一
〇
月
二
二
日
）

18
　
上
須
戸
八
幡
大
神
社
（
一
〇
月
二
二
日
）

19
　
永
井
太
田
観
音
堂
（
一
〇
月
二
二
日
）

20
　
妻
沼
台
曽
登
神
社
（
一
一
月
一
六
日
）

21
　
弥
藤
吾
杉
之
道
公
民
館
（
一
一
月
一
六
日
）

22
　
弥
藤
吾
浅
見
公
民
館
（
一
一
月
一
六
日
）

23
　
弥
藤
吾
弥
下
自
治
会
館
（
一
一
月
一
六
日
）

24
　
肥
塚
成
就
院
（
二
回
目
）（
一
一
月
二
六
日
）

25
　
戸
出
金
錫
寺
（
一
一
月
二
六
日
）

26
　
平
戸
源
宗
寺
（
事
前
調
査
）（
一
一
月
二
六
日
）

27
　
妻
沼
福
寿
寺
自
治
会
集
会
所
（
一
二
月
二
一
日
）

28
　
妻
沼
若
宮
・
川
端
集
会
所
（
一
二
月
二
一
日
）

２　

調
査
報
告
書『
仏
像
・
仏
画
１
』の
編
集
作
業
等

　
平
成
三
〇
年
二
月
一
九
日
、
三
月
二
日
、
五
月
一
四
日
、
六
月

一
八
日
、
七
月
三
〇
日
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
妻
沼
中
央
公
民
館

及
び
妻
沼
展
示
館
に
お
い
て
、
部
会
長
、
原
口
雅
樹
専
門
調
査
員
、

西
口
由
子
専
門
調
査
員
が
、
調
査
報
告
書『
仏
像
・
仏
画
１
』の
編
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集
作
業
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、報
告
書
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
、

対
象
と
な
る
仏
像
の
ラ
ン
ク
分
け（
こ
れ
に
よ
り
掲
載
ス
ペ
ー
ス

を
決
定
）等
を
実
施
し
た
。

３　

代 

東
善
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
調
査

　
平
成
二
九
年
一
一
月
二
七
日
の
調
査
で
確
認
し
た
代 

東
善
寺

の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て
、
二
月
一
九
日
に
再
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
本
像
は
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
に
寄
託
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上
巻
』
の
巻
頭

写
真
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
第
一
〇
章
に
お
い
て
、
部
会
長
が

本
像
の
概
要
に
つ
い
て
の
執
筆
を
し
た
。

　
さ
ら
に
、
七
月
二
十
六
日
、
東
京
国
立
博
物
館
資
料
館
に
お
い

て
、
本
像
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
調
査
を
実
施
し
た
。
同
調

査
に
は
埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
岩
佐
光
晴
氏（
成
城
大

学
文
学
部
教
授
）、
慶
派
仏
師
研
究
の
第
一
人
者
山
本 

勉
氏（
清

泉
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）
に
も
立
会
い
い
た
だ
き
、
大
き
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
９
頁
参
照
）。

　
最
後
に
、
調
査
先
寺
院
・
自
治
会
関
係
者
各
位
の
多
大
な
る
御

協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


